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　目的　第１報では、裁縫科に新たに加わった洋裁教材の概要と、それが導入されるに至

った背景について報告した。本報では、洋裁教材のデザインについて考察し、洋服の特性
が学校教育においてどのように理解されていたのかを明らかにしたい。

　方法　明治中期から大lE末期までに使用された裁縫教科書を中心にして、当時の雑誌や

写真等を資料とした。裁縫教科書にあらわれた服種は、シャツ・ヅボン下・改良前掛・灘
掛・帽子・下着類・子供服（表着）の７点で、おもに形・材料・裁断・縫製・着方など広

い意味のデザインに着目して考察した。

　結果洋裁教材が小学校の裁縫科に初めて加わるのは、明治30年代である。初期の教材

には、形や被服構成において従来の日本服飾の影響が見られ、型紙は和裁を応用した直線

裁ちで構成されている。そして、ギャザーやタック等の洋裁技術を用いて立体的な形が生
まれている。また、縫製が簡単で材料の使い方が経済的なことも特徴である。特に初期に

おいては洋服は和服の付属品として用いられることが多かったため、デザインに和服との
調和が配慮されていた。当時の裁縫科は、縫うことを非常に重視していたため、教科書に

は、製作に必要なことのみが手順通りに逐一記されている。それが大正末期になると、着

用者の個性や趣味を主体にする洋服本来の特性や着方に関することが記述されるようにな

る。

2Hp-8 パソコンによる家庭科被服領域の教材開発と利用
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目的　学習指導要領の改訂により平成５年度から中学校家庭科で男女共修が義務づけられ

たが、被服領域では、従来、スカート等を題材とした衣服の製作に多くの時間が割り当て

られていたことから、担当者の戸惑いも大きい。また、今回の改訂では情報教育の推進が

うたわれ、全国の中学校でパソコン等情報機器の設置が進められている。しかし、パソコ

ン学習が全ての授業内容で効果的であるとは限らず、パソコン学習に適した授業内容の選

択と有効的なソフトが必要であると思われる。そこで、本研究では、中学校家庭科の被服

領域の内容としてシ3 ―トパンツの製作を取り上げ、パソコン学習のためのソフトを作成

した。さらに、ソフトを活用した授業の展開方法について検討した。

方法　使用機器として、パソコン本体PC-9801DSに、作成時にイメージスキャナー、デジタ

イザー、プリンターを、起動時にはマウス、プロッターを周辺機器として接続した。プロ

グラミングはMS-DOSをＯＳとしたQuick BASICを用いて行った。

結果　ショートパンツ製作の型紙作り（4時間）にパソコン学習を取り入れることとした。

ソフトの内容は①パンツのイメージ画の作成②型紙の作成③型紙の配置と布の見積りの３

部構成とした。①では画面の人体上でクリックすることによって任意のパンツ丈が得られ、

シルエットは素材の剛さによって違いを持たせて、素材による影響についての学習も行え

るよう配慮した。②では順次型紙の作成方法の説明を加えた。③では型紙を画面上で学習

者がマウスを用いて配置し、効率的な配置の学習後、布の必要量を表示するようにした。

パソコンを用いて、効率よく、多くの内容を関連付けて学習させることができると考える。
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